
 仕事に少し関係のあることから、まったく 

関係のないことまであなたにお届けします 
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◆ゴディバのメッセージ 

◆バレンタインデーの思い出は？ 
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２／２４（土）・・・完全休業（第４土曜日） 

３／３ （土）・・・完全休業（社内行事） 

３／１０（土）・・・ＡＭお引取りのみ  

３／１７（土）・・・ＡＭお引取りのみ 

３／２４（土）・・・完全休業（第４土曜日） 

社長のひとり言 

   
 
 

「
無
私
の
志
」 

 
 

 

「
殿
、
利
息
で
ご
ざ
る
」
。
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
観
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
タ
イ
ト
ル
。
家
内
が

俳
優
の
阿
部
サ
ダ
ヲ
さ
ん
が
好
き
な
の
で
、
そ
の
作
品
を
よ
く
み
ま
す
。
阿
部
さ
ん
が
主

演
だ
っ
た
の
で
、
て
っ
き
り
コ
ミ
カ
ル
な
も
の
だ
と
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、
内
容
は

非
常
に
シ
リ
ア
ス
で
驚
き
ま
し
た
。
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
判
断
で
き
な
い
！
）

「
無
私
の
志
」
が
一
つ
の
テ
ー
マ
で
、
「
無
私
」
と
は
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、
世
の
た

め
人
の
た
め
、
と
い
う
思
い
で
す
。 

 

江
戸
時
代
の
仙
台
藩
の
吉
岡
宿
と
い
う
宿
場
の
物
語
。
穀
田
屋
十
三
郎
と
遠
藤
甚
内
と

い
う
二
人
の
兄
弟
を
中
心
に
し
た
話
。
江
戸
時
代
の
社
会
の
矛
盾
に
対
し
て
と
て
つ
も
な

い
広
い
視
点
か
ら
物
事
を
考
え
、
世
の
中
に
は
他
人
事
は
な
い
、
み
ん
な
で
幸
せ
に
な
れ

る
と
い
う
こ
と
を
実
現
さ
せ
た
実
話
で
す
。 

 

こ
の
物
語
の
原
作
『
無
私
の
日
本
人
』
を
書
い
た
磯
田
道
史
さ
ん
は
、
地
元
吉
岡
の
元

町
議
の
吉
田
勝
吉
さ
ん
が
生
涯
を
か
け
て
集
め
た
「
国
恩
記
覚
」
と
い
う
史
料
集
を
も
と

に
完
成
さ
せ
た
そ
う
で
す
。 

当
時
、
吉
田
さ
ん
は
磯
田
さ
ん
の
ほ
か
の
作
品
「
武
士
の

家
計
簿
」
を
観
て
、
自
分
達
の
町
に
も
立
派
な
人
達
の
『
無
私
の
志
』
の
お
か
げ
で
江
戸

時
代
を
通
じ
て
人
口
も
減
ら
ず
、
今
に
至
っ
て
い
る
こ
の
話
を
後
世
に
伝
え
て
欲
し
い
と

手
紙
で
頼
ん
だ
そ
う
で
す
。 

 

し
か
し
、
磯
田
さ
ん
が
吉
田
さ
ん
に
会
お
う
と
し
た
矢
先
に
大
震
災
が
起
き
ま
し
た
。

落
ち
着
い
て
か
ら
会
い
に
行
く
と
吉
田
さ
ん
は
重
い
病
に
か
か
っ
て
い
て
会
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
時
に
渡
さ
れ
た
の
が
前
述
の
資
料
「
国
恩
記

覚
」
で
し
た
。 

 

磯
田
さ
ん
が
『
無
私
の
日
本
人
』
を
書
き
あ
げ
た
頃
、
吉
田
さ
ん
は
亡
く
な
り
ま
し

た
。
結
局
、
二
人
は
最
後
ま
で
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
『
無
私
の
日
本

人
』
は
吉
田
さ
ん
の
「
無
私
の
志
」
の
バ
ト
ン
を
繋
げ
る
、
そ
し
て
今
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
と
憂
う
一
人
の
日
本
人
と
し
て
自
然
と
書
き
上
げ
た
作
品
で
す
。 

 

「
無
私
の
志
」
と
い
う
も
の
は
私
た
ち
日
本
人
が
共
通
し
て
持
っ
て
い
る
気
持
ち
で
、

日
本
人
の
遺
伝
子
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？ 
そ
ん
な
熱
い
思
い
を
奮
い

起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
で
す
。
お
時
間
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
御
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 （としたろう） 

土曜日営業・休業案内 

山本 利太郎 

・第１、第２土曜日は半日お引取り 

・第３土曜日は通常営業日です 

・第４、第５土曜日は完全休業 

（その月によって例外もあります） 



 

金沢市示野中町2丁目100番地 

TEL(076)223-3541 FAX(076)223-3932 

hara@osakadenki.co.jp   (担当：原） 

株式会社アキラ電機 

「アキラＮＥＷＳ」のご意見・ご感想を頂けると励みになります。 

ゴディバのメッセージ 

バレンタインデーの思い出は？ 

新田 陽一 福井 健太郎  吉田 英喜  原  良 北村 真斗 受川 朋就  

中学時代、チョコ

が机の上において

あったが、フタを

あけると友達にほ

とんど食べられて

いた… 

友達に習って、手

作りのチョコレー

トケーキを嫁に

作ってあげた。

（日頃の感謝を込

めて） 

手作りが何となく

苦手な私は、妹か

らもらった手作り

チョコをなんだか

んだで食べずに腐

らせたことがあ

る。 

昔は手作りチョコ

をくれた嫁が…、

今では「何かのつ

いでに自分で買っ

てきて」と… 

実は小学校のとき

クラスの女子全員

からチョコレート

をもらったことが

ある！ 

今年のバレンタイ

ンデイにチョコ

レートを娘二人

（と嫁）が作って

くれて一緒に食べ

たことです。 

こんにちは。広告研究家の、原です。広告やチラシを見ながら日々研究してます。実は

広告って科学なんですね。だから勉強すると面白いです。 

広告にも読み手を引き付ける色々な要素があります。その一つが「共感」。その広告を

見たときに「そう、そう！」とか「わかってるわ～」なんて思わされる広告がそれで

す。 

先日、日経新聞に、研究家の私のハートを鷲づかみにした一面広告が載ってました。 

「日本は、義理チョコをやめよう。」 

どんな会社の広告だと思いますか？ゴディバですよ！あのチョコレートのゴディバ。

チョコレートのメーカーが義理チョコをやめようっていうメッセージを出したんです。 

ゴディバは知っているんです。世の女性たちが義理チョコ文化に嫌気がさしていること

を。そして、チョコレートに愛の精神を込めるゴディバは、女性にとっての大切なバレ

ンタインデーに義理チョコのことを考えて嫌な気持ちになって欲しくないんですね。 

「ゴディバわかってるわ～」という女性の声が聞こえてきそうです。 

さて、私たちも「アキラわかってるわ～」と共感してもらえるようにがん

ばっていかねば、と思ったバレンタインデーの前々日でした。 

原 良 

ゴディバが掲載した日本経済新聞の一面広

告。全国版朝刊のモノクロで定価２千万円

くらいだそうです。カラーだと一体いくら

なんでしょうかね… 


